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今にも途切れそうな生

それは触れただけで、壊れてしまう

ひどく、もろいもの

しかし、決して繊細ではなく大胆で

だからこそ守りに入ることができない

 
今ようやくひとつずつ呼吸を確認している

あやういバランスの中でもがいている

そして、今日も終わることのない慟哭

それはきっと、今にも途切れそうな命の存在


